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障害者の作品・川柳展示会の作品募集　市内在住の障害のある人が制作した絵画や陶芸などの作品や川柳を、１人３点まで募集。作品は１月 15 日（火）
から 24 日（木）まで展示。詳細は問い合わせください。　場問障害者生活支援センター（東８南 13、保健福祉センター内、☎25・9701、Ｆ25・9703）

厳
し
い
冬
の
季
節
を

安
全
に
過
ご
す
た
め
に

帯
広
市
が
行
う
除
雪

約
１
８
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

除
雪

　

市
が
除
雪
す
る
車
道
の
距
離
は
約

１
３
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
歩
道
も
合

わ
せ
る
と
約
１
８
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

あ
り
ま
す
。
幹
線
道
路
や
生
活
道
路
、

歩
道
な
ど
道
路
の
種
類
に
応
じ
て
合
計

２
５
２
台
の
除
雪
車
で
対
応
し
ま
す
。

　

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
が
行
え
る
よ

う
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
は
夜
か
ら
朝
に
か
け
て
行
う

　

除
雪
作
業
は
、
通
勤
・
通
学
に
支
障

が
な
い
よ
う
に
、
夜
間
か
ら
早
朝
（
お

お
む
ね
夜
８
時
〜
朝
６
時
）
に
行
う
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。（
３
頁
参

照
）

　

日
中
の
除
雪
は
、
交
通
渋
滞
を
招
き
、

事
故
が
起
こ
る
危
険
性
が
高
ま
る
た
め
、

積
雪
で
交
通
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
る

場
合
を
除
き
、
行
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
雪
の
量
や
降
雪
の
時
間
帯

に
よ
り
、
朝
６
時
を
過
ぎ
て
も
作
業
を

継
続
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

除
雪
１
回
当
た
り
の
費
用

　

雪
を
道
路
脇
に
振
り
分
け
た
り
、
交

差
点
の
雪
山
や
、
幹
線
の
道
路
脇
に

積
ま
れ
た
雪
山
を
除
去
す
る
作
業
を

行
う
と
、
除
雪
１
回
当
た
り
、
約

１
億
９
４
０
０
万
円
掛
か
り
ま
す
。

除
雪
作
業
時
の
お
願
い

▽
路
上
駐
車
は
し
な
い

　

路
上
駐
車
し
て
い
る
車
両
が
あ
る
と
、

除
雪
作
業
が
遅
れ
た
り
、
そ
の
先
の
除

雪
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
道
路
に
物
を
置
か
な
い

　

車
乗
り
入
れ
用
の
段
差
解
消
ブ
ロ
ッ

ク
な
ど
、
除
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
る
物

が
あ
る
と
除
雪
に
支
障
が
出
ま
す
。

▽
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い

　

除
雪
車
の
周
囲
は
運
転
手
か
ら
見
え

に
く
く
、
大
変
危
険
で
す
。

▽
雪
を
道
路
や
川
に
捨
て
な
い

　

雪
を
道
路
に
捨
て
る
と
、
凹
凸
路
面

が
で
き
て
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
に
な

り
大
変
危
険
で
す
。
川
に
捨
て
る
と
転

落
防
止
柵
の
破
損
や
川
の
流
れ
が
せ
き

止
め
ら
れ
る
な
ど
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

▽
玄
関
・
車
庫
前
の
除
雪
は
各
家
庭
で

　

除
雪
に
よ
り
、
玄
関
前
や
車
庫
前
に

寄
せ
ら
れ
た
雪
は
、
各
家
庭
で
除
雪
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
不
要
不
急
の
問
い
合
わ
せ
は
日
中
に

　

夜
間
の
除
雪
作
業
中
に
問
い
合
わ
せ

が
集
中
す
る
と
、
作
業
の
遅
れ
に
つ
な

が
り
ま
す
。
不
要
不
急
の
問
い
合
わ
せ

は
、
日
中
に
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
会
向
け「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

除
排
雪
制
度
」を
活
用
く
だ
さ
い

　
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
除
排
雪
制
度
」

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
市
が
役
割
分
担

し
て
生
活
道
路
の
除
排
雪
を
行
う
仕
組

み
で
、
希
望
す
る
町
内
会
が
申
請
し
ま

す
。
個
人
や
団
体
が
利
用
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
各
種
申
請
方
法
や
制
度

の
詳
細
、
上
限
額
な
ど
は
、
道
路
維
持

課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
小
型
除
雪
機
械
購
入
補
助

　

町
内
会
が
小
型
除
雪
（
融
雪
）
機
械

を
購
入
す
る
と
き
、
費
用
の
半
額
を
助

成
し
ま
す
。

②
小
型
除
雪
機
械
借
上
補
助

　

町
内
会
が
小
型
除
雪
機
械
（
中
古
品

可
）
を
借
り
上
げ
る
と
き
、
年
間
費
用

の
半
額
を
助
成
し
ま
す
。

③
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
排
雪

　

町
内
会
が
主
体
と
な
っ
て
排
雪
す
る

と
き
、
費
用
の
半
額
を
助
成
し
ま
す
。

④
町
内
空
き
地
利
用

　

町
内
会
が
地
域
の
空
き
地
を
雪
の
堆

積
場
と
し
て
地
主
か
ら
借
り
受
け
た
と

き
、
面
積
に
応
じ
て
費
用
の
半
分
を
助

成
し
ま
す
。

町
内
会
向
け「
小
型
除
雪
機
貸
出

制
度
」を
活
用
く
だ
さ
い

　
「
小
型
除
雪
機
貸
出
制
度
」
は
、
希

望
す
る
町
内
会
に
対
し
て
手
押
し
式
の

除
雪
機
を
貸
し
出
し
す
る
制
度
で
、
町

内
会
が
申
請
し
ま
す
。
個
人
や
団
体
が

利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
年

度
か
ら
貸
出
期
間
を
延
長
し
、
１
町
内

会
当
た
り
１
回
か
つ
２
週
間
以
内
の
貸

し
出
し
と
な
り
ま
し
た
。
受
付
期
間
は

11
月
30
日
ま
で
で
す
が
、
空
き
状
況
な

ど
に
よ
っ
て
貸
し
出
し
が
可
能
な
場
合

は
申
し
込
み
を
受
け
付
け
、
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

使
用
例

・
町
内
の
雪
山
で
狭
く
な
っ
た
歩
道
の

幅
を
広
げ
る
作
業

・
高
齢
者
や
障
が
い
者
宅
周
り
の
除
雪

・
町
内
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
り
の

除
雪

　

使
用
料
は
無
料
で
す
が
、
燃
料
代
の

負
担
が
必
要
で
す
。
ま
た
、「
町
内
会
活

動
中
傷
害
保
険
」
に
加
入
し
て
い
る
こ

道
路
維
持
課
（
南
町
南
６
線
、
道
路
車
両
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
48
・
２
３
２
２
）

　
冬
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
市
道
の
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
作
業
を
安
全
か
つ
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

市フェイスブック 市ツイッター

▼ＱＲコードで簡単アクセス
除雪車の出動をお知らせします

出動の目安は降雪10～15センチ

然
別
川

十
勝
大
橋平

原
大
橋

十勝川

西
18
条

と
て
っ
ぽ
通

大
通

栄
通

帯
広
川

帯
広
広
尾
自
動
車
道

国
道
2
3
6
号
線

札
内
川

国道38号線

❷雪捨て場

幕別町

大空町

愛国町

音更町

芽室町

別府町
川西町

❶
雪捨て場

帯広の森
運動公園

南の森

畜大
工業高校

川西3号

売買
川

火葬場

川西合同庁舎

農業技術
センター

市役所

札内橋

西帯広駅
帯広駅

春駒通

柏林台駅

グリーン
パーク自由が丘

白樺通

②北部地区

④西部地区

⑤南部地区

⑥川西地区 ⑦大正地区

①東部地区③中央部地区

雪
捨
て
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

図　雪捨て場の位置

十勝川浄化
センター

西18条北2丁目

平
原
大
橋

東4条

依田

清柳大橋

弥生
通

堤防
雪捨て場

雪捨て場

雪捨て場

堤防 堤防

堤
防

堤
防

太
陽
園

札
内
川

札
内
川

第二大川橋

❶西18条（十勝川河川敷）

❷幕別町依田（民有地）

❸大正（札内川河川敷）

除排雪で出た雪を無料で持ち込めます。
開設期間  平成31年３月31日（日）まで

　市内を７つの地区に分け、除雪センターを設
置しています。市道の除雪は、各地区の除雪セ
ンターへ問い合わせください。

除雪作業の問い合わせは
お住まいの地区の除雪センターへ

　除雪出動は、10 ～ 15 センチの降雪を
目安に、天気予報などを総合的に考慮し
て判断します。なお、雪質や降雪の時期、
路面の状態などによっては、降雪があっ
ても見送る場合があります。

除雪センター区域図

　東部地区 ☎23・2017
東４条南16丁目18-３

　北部地区 ☎37・2054
西23条北２丁目17-5、十勝舗道内

　中央部地区 ☎33・2002西17条南5丁目５-１

　西部地区 ☎34・2003
南町南７線、帯広の森陸上競技場内

　南部地区 ☎47・3014
南町南７線56、帯広の森野球場内

　川西地区 ☎23・2037
東１条南23丁目８、十勝道路内

　大正地区 ☎23・2036
西１条南29丁目17、タイキ工業内

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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年末年始は「とかち帯広空港」の駐車場が混雑します　年末年始などの繁忙期は、駐車場が混雑し駐車できない場合がありますので、空港連絡バスな
どの利用や乗り合いにご協力をお願いします。また、指定場所以外に駐車しないようお願いします。　問空港事務所（泉町西９線、☎64・5320）

と
が
条
件
で
す
。
申
請
方
法
や
制
度
の

詳
細
は
、
道
路
維
持
課
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る
除
雪
の
意
見
・
質
問

　

例
年
、
除
雪
作
業
に
関
す
る
ご
意
見

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
特
に
多
い
意

見
と
、
市
の
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
。

家
の
前
が
除
雪
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

（
生
活
道
路
沿
い
に
住
ん
で
い
る
人
） 

　

生
活
道
路
の
除
雪
は
、
雪
を
道
路
の

両
脇
に
振
り
分
け
る
だ
け
の
た
め
、
除

雪
の
た
び
に
道
路
幅
が
狭
く
な
り
、
雪

山
が
積
み
上
が
る
な
ど
道
路
状
況
が
悪

化
し
や
す
く
な
り
ま
す（
図
）。
こ
の
た

め
、
す
で
に
圧
雪
状
態
で
走
行
が
可
能

な
路
面
状
況
で
あ
れ
ば
、
降
雪
量
が
出

動
の
目
安
に
達
し
て
も
、
生
活
道
路
の

除
雪
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

除
雪
業
者
に
よ
っ
て
仕
上
が
り
に

差
が
あ
る
の
で
指
導
し
て
く
だ
さ
い

　

通
行
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の
な
い

よ
う
除
雪
を
行
い
ま
す
が
、
路
面
の
凹

凸
の
状
況
や
運
転
の
熟
練
度
に
よ
っ
て
、

仕
上
が
り
に
差
が
で
て
き
ま
す
。

　

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
後
、
除
雪
の
仕

上
が
り
が
よ
く
な
い
場
所
が
あ
る
場
合

は
、
手
直
し
の
指
示
を
し
ま
す
。

雪
を
残
さ
な
い
よ
う
に
排
土
板
を

下
げ
て
除
雪
し
て
く
だ
さ
い

　

排
土
板
を
で
き
る
だ
け
下
げ
て
除
雪

を
行
い
ま
す
が
、
生
活
道
路
の
除
雪
は

マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
の
凹
凸
が
あ
っ
て
危

険
な
た
め
、
路
面
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
下
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

除
雪
車
で
寄
せ
る
雪
は

左
右
均
等
に
し
て
く
だ
さ
い

　

で
き
る
だ
け
均
等
に
除
雪
を
行
い
ま

す
が
、
生
活
道
路
は
出
入
り
の
関
係
で
、

場
所
に
よ
っ
て
は
片
側
に
寄
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

施
設
帯
に
雪
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　

生
活
道
路
に
は
場
所
に
よ
っ
て
幅
１

メ
ー
ト
ル
前
後
の
施
設
帯
が
あ
り
ま
す

（
図
）。
こ
れ
は
電
柱
や
各
種
ポ
ー
ル
の

建
柱
場
所
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

冬
期
間
は
、
雪
の
堆
積
場
所
に
な
る
の

で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

除
雪
体
制
を
強
化
で
き
ま
せ
ん
か

　

除
雪
車
両
と
運
転
手
の
数
が
減
少
し

て
い
て
、
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
体
制
を
維
持
し
、
効
果
的
、

効
率
的
な
除
雪
に
努
め
ま
す
。

（
大
雪
の
と
き
）

も
っ
と
早
く
除
雪
で
き
ま
せ
ん
か

　

市
で
確
保
し
て
い
る
除
雪
車
両
は
、

一
度
の
降
雪
が
20
セ
ン
チ
程
度
ま
で
を

10
時
間
か
ら
12
時
間
ほ
ど
か
け
て
除
雪

す
る
台
数
で
す
。
30
セ
ン
チ
を
超
え
る

降
雪
が
あ
る
と
、
２
回
以
上
は
除
雪
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
積
雪

量
の
増
加
に
伴
い
、
車
の
立
ち
往
生
も

増
え
る
た
め
、
除
雪
に
通
常
よ
り
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
天
気
予
報
を
こ
ま
め

に
確
認
し
、
車
で
の
通
勤
や
外
出
を
控

え
た
り
、
な
る
べ
く
早
め
の
帰
宅
を
心

掛
け
る
な
ど
、
除
雪
作
業
へ
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
の
順
序
を
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
か

（
希
望
の
時
間
に
除
雪
し
て
ほ
し
い
）

　

除
雪
の
順
序
を
変
え
る
と
、
夜
間
の

作
業
で
周
囲
の
状
況
が
把
握
し
づ
ら
く

な
り
、
作
業
の
安
全
性
の
低
下
や
、
除

雪
の
遅
れ
、
除
雪
忘
れ
が
起
き
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
各
地
区
の

除
雪
セ
ン
タ
ー
で
効
率
的
な
除
雪
が
行

え
る
よ
う
に
、
事
前
に
順
序
を
決
め
て

い
ま
す
。
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

図　生活道路のイメージ

道路の種別

気象予報確認・パトロール
市が除雪する道路は、歩道も合わせると

約1800キロメートル！（帯広市から鹿児島県屋久島までの距離）
この距離を夜間から早朝の10時間で除雪しなければなりません。

生活道路は雪を道路の
両脇に振り分ける除雪
を行います。玄関前な
どの間口に残った雪の
処理にご協力ください。

天気予報などを総合的に
考慮して判断します。

除雪作業は「時間との闘い」

こんなときは除雪が入らない場合もあります

出動の目安は
降雪10～15センチ

1
～夜7時

作業計画・出動準備2
夜7時～夜8時

除雪作業3
夜8時～朝6時

間口は各家庭で
除雪してください
間口は各家庭で
除雪してください

主に除雪が
できる時間帯は
夜間から早朝の

10時間

・明け方からの急な降雪で、除雪作業が朝の通勤・
　通学の混雑時間に重なると思われるとき
・降った雪がすぐに溶けると思われるとき
・降った雪がすっかり踏み固まっているとき
・地吹雪による視界不良などで、作業の安全が確保
　できないとき

除雪作業
スケジュール
除雪作業
スケジュール

除雪車で両脇に
振り分けた雪

緊急車両が
通行できる程度

雪が少ない時期 雪が多い時期
敷地境界

施設帯⇧通行スペースがある ⇧通行スペースがなくなる

敷地境界

施設帯

除雪車の排土板

除雪のやり方が悪い 1324件

早く除雪してほしい 1010件

雪山で見通しが悪い 148件

その他含む　    合計 2574件

※平成29年度実績

除雪に関するご意見で多いもの

1位

2位

3位

市内にある道路の距離と
各除雪問い合わせ先
◎国道（主要幹線）
　 56 キロメートル
　 → 国が除雪（帯広開発建設部  帯広道路事

務所、☎ 25・1250）

◎道道（主要幹線など）
　 143 キロメートル
　 →北海道が除雪（十勝総合振興局  帯広建

設管理部事業室事業課・施設保全室、☎
27・8727）

◎市道（幹線・補助幹線・生活道路）
　 1353 キロメートル→ 帯広市が除雪（道路

維持課、☎ 48・2322）
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12 月２日（日）から市民活動交流センターの予約受付方法が一部変更になります　新たに、「事前申込期間」を設けます。詳細は市民活動交流センターに
問い合わせるか、市民活動交流センターホームページを確認してください。　問市民活動交流センター（西２南８、ふじまるビル８階、☎20・3004）

　

市
で
は
、
12
月
を
市
税
完
納
強
調
月

間
と
し
て
、
市
道
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
な
ど
の
市
税
を
滞
納
し
て

い
る
人
に
対
し
、
電
話
督
励
、
訪
問
督

励
、
財
産
調
査
、
差
し
押
さ
え
処
分
な

ど
の
実
施
を
強
化
し
ま
す
。

夜
間
と
土
・
日
曜
日
に

相
談
窓
口
を
開
設

　

12
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
、
水
曜
日

を
除
く
平
日
の
夜
間
と
土
・
日
曜
日
に
、

納
税
課
に
納
税
相
談
の
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
祝
日
を

除
く
毎
週
火
曜
日
は
、
夜
間
窓
口
を
20

時
ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
の
都
合
な
ど
で
昼
間
に
相
談
す

る
こ
と
が
難
し
い
人
は
、
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

開
設
時
間

〇
印
は
８
時
45
分
〜
20
時

☆
印
は
８
時
45
分
〜
17
時
30
分

他
の
平
日
は
８
時
45
分
〜
17
時
30
分

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い　

　

市
税
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
重
要
な
財
源
で
す
。
健
全
な
市
政
運

営
を
進
め
る
た
め
に
も
、
納
期
内
の
納

付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
振
替

日
に
残
高
不
足
と
な
ら
な
い
よ
う
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。　

納
税
が
困
難
な
と
き
は
相
談
を

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合

は
、
本
来
の
税
額
に
加
え
て
、
延
滞
金

が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
督
促
状
や
催
告
書
、
電
話
な

ど
で
催
告
し
て
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合

は
、
や
む
を
得
ず
財
産
（
預
金
や
給
与
、

不
動
産
な
ど
）
を
調
査
の
上
、
差
し
押

さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
実
施
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
災
害
や
事
故
、病
気
、失
業
な
ど
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」「
一
度
に
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
」
な
ど
、
や
む
を

得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
ま

ま
に
せ
ず
、
早
め
に
納
税
課
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
め
ら
れ
ま
す

　

バ
ー
コ
ー
ド
付
き
の
納
付
書
は
、
金

融
機
関
の
ほ
か
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
（
北
海

道
・
関
東
地
区
）
で
も
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合

は
再
発
行
で
き
ま
す
の
で
、
納
税
課
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
コ
ン
ビ
ニ
各
店
で
は
、
一
枚

の
納
付
書
が
30
万
円
を
超
え
る
場
合

は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

市
税
の
納
付
は
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
に
し
ま
せ
ん
か

　

市
税
の
納
付
を
口
座
振
替
に
す
る

と
、
納
付
す
る
手
間
が
省
け
、
納
め

忘
れ
も
な
く
便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
市
内

に
本
店
ま
た
は
支
店
が
あ
る
金
融
機

関
が
対
象
で
す
。
▽
振
替
を
す
る
預

金
通
帳
▽
通
帳
の
印
鑑
▽
納
税
通
知

書
│
を
持
っ
て
、
各
金
融
機
関
ま
た

は
納
税
課
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
希
望
の

場
合
は
納
税
課
）
の
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号

だ
け
で
、
納
税
課
の
窓
口
で
簡
単
に

口
座
振
替
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

【
利
用
で
き
る
金
融
機
関
】

帯
広
信
用
金
庫

北
海
道
銀
行

北
洋
銀
行

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

納
税
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
２
８
、
65
・
４
１
２
９
、

65
・
４
１
２
６
） 市

税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

問
い
合
わ
せ

12
月
は
市
税
完
納
強
調
月
間

　

文
化
・
芸
術
に
は
、
作
品
を
鑑
賞
し

て
、
理
解
し
て
く
れ
る
人
の
存
在
も
、

大
切
で
す
。
海
外
の
美
術
館
で
は
、
小

学
生
の
子
ど
も
た
ち
が
、
絵
画
の
前
で

行
儀
よ
く
体
育
座
り
を
し
、
引
率
の
先

生
に
よ
る
歴
史
的
背
景
や
画
法
な
ど
の

解
説
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
る
光
景

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
私
の
子
ど
も
時

代
は
、
鑑
賞
方
法
や
楽
し
み
方
を
教
わ

る
機
会
が
あ
ま
り
無
か
っ
た
た
め
、
と

て
も
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

文
化
・
芸
術
を
育
む
に
は
、
観
る
人

の
鑑
賞
力
や
感
性
を
養
う
こ
と
も
大
事

な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
観
る
」
人
が
増
え
れ
ば
、
お
の
ず

と
活
動
を
「
支
え
る
」
こ
と
に
も
、
つ

な
が
り
ま
す
。
発
表
の
場
な
ど
を
提
供

す
る
行
政
、
賛
同
し
協
賛
し
て
く
れ
る

企
業
。
後
方
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
も
「
支
え
る
」
一
員
で
す
。
ど

ん
な
こ
と
で
も
、
一
部
の
人
に
負
担
が

か
か
る
と
長
続
き
し
な
い
も
の
で
す
が
、

誰
も
が
無
理
せ
ず
、
応
援
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
活
動
は
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

作
品
を
創
る
こ
と
が
楽
し
い
、
大
勢

の
人
が
観
て
楽
し
い
、
そ
し
て
、
そ
れ

を
応
援
し
て
い
る
人
た
ち
も
楽
し
い
。

こ
の
三
つ
の
「
楽
し
い
」
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
こ
と
で
、
豊
か
な
文
化
・
芸
術

活
動
が
育
ま
れ
る
ま
ち
に
な
っ
て
い
く

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

４
年
ぶ
り
と
な
る
帯
広
市
民
バ
レ
エ

「
コ
ッ
ペ
リ
ア
」
の
公
演
が
12
月
16
日

に
迫
り
、
７
月
末
か
ら
積
み
重
ね
て
き

た
練
習
も
、
佳
境
に
入
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
当
日
は
、
私
も
街
の
市
長
役
と

し
て
出
演
し
、
十
勝
・
帯
広
の
バ
レ
エ

ダ
ン
サ
ー
、
帯
広
交
響
楽
団
や
舞
台
ス

タ
ッ
フ
、
総
勢
２
０
０
人
の
皆
さ
ん
と

共
演
す
る
予
定
で
す
。
創
る
人
、
観
る

人
、
支
え
る
人
、
み
ん
な
で
感
動
を
共

有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
、
東
京
藝げ
い

術
大
学
の
副
学
長
に

お
会
い
し
た
と
き
、「
帯
広
に
は
、市
民

バ
レ
エ
や
市
民
オ
ペ
ラ
、
交
響
楽
団
ま

で
あ
る
ん
で
す
ね
」
と
感
心
さ
れ
て
、

誇
ら
し
く
感
じ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
帯
広
の
都
市
規
模
で
、
常
設
の
市

民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
活
動
し
て
い
る
例

は
、
珍
し
い
そ
う
で
す
。

　

市
民
が
主
体
と
な
っ
た
文
化
・
芸
術

活
動
は
、
音
楽
に
限
ら
ず
多
種
多
様
な

分
野
で
広
が
り
を
み
せ
、
今
年
の
「
お

び
ひ
ろ
市
民
芸
術
祭
」
で
も
、
１
３
０

０
人
を
超
え
る
方
々
が
数
多
く
の
作
品

を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
・
芸
術
に
情
熱
を
注
ぎ
、
活
動

し
続
け
る
原
動
力
は
、
ど
こ
か
ら
生
ま

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

自
身
の
内
面
を
表
現
す
る
喜
び
、
仲

間
と
一
緒
に
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
む

連
帯
感
。「
創
る
」
過
程
に
は
、
た
く
さ

ん
の
気
付
き
や
充
実
感
が
あ
り
、
そ
れ

が
創
造
の
意
欲
を
か
き
立
て
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

創る、観る、支える

夢かなうまち

 おびひろ

帯広市長　米沢 則寿

市長コラム

12月の納税相談窓口日程
日 月 火 水 木 金

7
14
21
28 休み

休み

休み

休み
8
15
22
29

9
16
23
30

3

10
17
24
31

4
11
18

25

5
12
19
26

6

13
20
27

土

休み 休み

休み 休み

休み

休み

1
2

固定資産税・都市計画税
（第４期）

平成30年12月28日（金）

市道民税
（普通徴収分・第４期）

平成 31 年１月 31 日（木）

平成30年度
今後の市税の納期限
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プラネタリウム投映休止のお知らせ　12 月 12 日（水）は、機器点検のため、プラネタリウム投映を終日休止します。  問児童会館（緑ケ丘２、☎24・
2434）

12 月６日（木）～１月３日（木）が休み 
＊帯広の森市民プール（整備期間を含む）

12 月 28 日（金）～１月３日（木）が休み
＊図書館（月末整理日を含む）

12 月 29 日（土）～１月３日（木）が休み 
＊川西支所・大正支所
＊農業技術センター
＊保健福祉センター
＊とかちプラザ
＊児童会館
＊百年記念館
＊グリーンプラザ
＊みどりと花のセンター
＊帯広の森・はぐくーむ
＊森の交流館・十勝
＊市民文化ホール
＊市民ギャラリー
＊生活館
＊市民活動交流センター
＊各コミュニティセンター
＊大空会館
＊各福祉センター
＊大正農業者トレーニングセンター
＊川西農業者研修センター
＊帯広の森研修センター（食堂）
＊総合体育館
＊帯広の森体育館
＊帯広の森アイスアリーナ
＊帯広の森スポーツセンター
＊帯広の森弓道場
＊すぱーく帯広

12 月 31 日（月）～１月２日（水）が休み
＊帯広の森研修センター（貸室、トレーニング室）
＊明治北海道十勝オーバル

○市営駐車場（駅南・駅北地下）は平常通り利用できます。（開場時間：駅南 24 時間、駅
北地下６時～０時 30 分）
◯帯広競馬場は無休です。営業時間は問い合わせください。（☎ 34・0825）

　出生届や死亡届、婚姻届などの戸籍の届け出は、休み中
も市役所当直窓口（市庁舎南口）で受け付けます。
問戸籍住民課（市庁舎１階､ ☎ 65・4142）

　年末の受け入れは、12月31日（月）正午まで、年始
は１月３日（木）から、平常通り９時～ 17時までです。
 　家庭ごみの持ち込みには、10 キログラムごとに
170 円の処理料金が掛かります。指定ごみ袋を使
用する必要はありません。
　年末年始は大変混雑するため、計画的にごみ収集
日に決められたごみステーションに出してください。

ごみ収集は 12 月 29 日（土）～ 1 月 3 日（木）が休み
　収集地区ごとの収集最終日と開始日を確認して
ください。（表）
大型ごみの収集
 　大型ごみ受付センター（☎ 27・5300）は、12 月
29 日（土）～ １月３日 ( 木 ) が休みです。
し尿の収集 
　12 月 29 日（土）～１月３日（木）が休みです。

　年末年始の急患受け入れ医療機関、市
内の当番病院は、以下に問い合わせるか、
医師会ホームページをご覧ください。 

帯広市急病テレホンセンター 
☎ 26・1099（年中無休、平日・日曜・祝
日16 時～22 時／土曜12 時～21時／その
他の時間帯は音声案内）
北海道救急医療情報案内センター
薔0120・20・8699、携帯からは☎ 011・
221･8699（年中無休、24 時間対応）
帯広市医師会ホームページ
HP http://www.obihiro-med.or.jp/

その他戸籍の届け出

ごみの持ち込み

急患の受け入れ 主な施設の休み

ごみと資源ごみの収集

この期間、市役所は休みになります。

市役所の年末年始の業務案内

燃やすごみ
収集地区 最終日 開始日

月・木曜日収集地区 12月27日（木）１月７日（月）

火・金曜日収集地区 12月28日（金）１月４日（金）

資源ごみ
収集地区 最終日 開始日

月曜日収集地区 12月24日（振）１月７日（月）

火曜日収集地区 12月25日（火）１月８日（火）

水曜日収集地区 12月26日（水）１月９日（水）

木曜日収集地区 12月27日（木）１月10日（木）

金曜日収集地区 12月28日（金）１月４日（金）

燃やさないごみ・有害ごみ
収集地区 最終日 開始日

燃やすごみが
月・木曜日
収集地区の場合

12月19日（水）１月９日（水）

燃やすごみが
火・金曜日
収集地区の場合

12月26日（水）１月16日（水）

診療科 診療日 診療時間 医療機関 問い合わせ

小児科
内科 12月31日（月）

～１月３日（木）
９時
～ 17時

休日夜間
急病センター

柏林台西町２
☎38 ･ 3700

外科系
市内の
当番病院

医師会ホームページ、
または案内センターに
問い合わせください

歯科
12月29日（土）
～１月３日（木）

９時
～ 16時

十勝歯科
保健センター

東７南９
☎25 ･ 2172

診療科 診療日 診療時間 医療機関 問い合わせ

小児科
内科

年中

19時
～ 21時

市内の
当番病院

医師会ホームページ、
または案内センターに
問い合わせください

21時
～朝８時

休日夜間
急病センター

柏林台西町２
☎38 ･ 3700

平成30年12月29日土 ～平成31年1月3日 木

表　年末年始のごみ収集の最終日と開始日

昼間の診療

夜間の診療

市の業務は、年末は12月28日（金）まで、年始は１月４日（金）から平常通り行います。 
施設や業務によって休みが異なりますので、お間違えのないようにご注意ください。

問くりりんセンター（西 24 北４､ ☎ 37・3550） 

問清掃事業課（西 24 北４、☎ 37・2311） 

検 索帯広市医師会

各担当課問い合わせ
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海外へ転出するときは国民年金に任意加入できます　日本国籍の人が海外へ転出するときは、保険料を納め、国民年金に任意加入することができま
す。詳細は問い合わせください。　問戸籍住民課（市庁舎１階、☎65・4143）、帯広年金事務所（西１南１、☎25・8113、音声案内２→２）

イ
ベ
ン
ト

第
３
６
８
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト「
ピ
ア
ノ
波
塚
三
恵
子

と
フ
ル
ー
ト
赤
部
里
美
の
Ｈ
０
Ｔ
！
な
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

フ
ル
ー
ト
の
名
曲
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映

画
の
楽
曲
、
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
を
演
奏
。

日
12
月
２
日
㈰
、
18
時
～
19
時

場
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

市
民
文
化
ホ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト

　

チ
ケ
ッ
ト
制
の
も
の
は
、
市
民
文
化

ホ
ー
ル
な
ど
で
販
売
。

場
問
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
、

☎
23
・
８
１
１
１
）

◆
ア
ー
バ
ン
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
カ
ル
テ
ッ

ト　

プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　

身
近
で
親
し
み
の
あ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
の
公
演
。
４
人
の
若
い
演
奏
家
に

よ
る
サ
ッ
ク
ス
四
重
奏
を
行
う
。

日
12
月
２
日
㈰
、
15
時
～
17
時

￥
前
売
り
券
１
５
０
０
円
（
小
中
高
生

８
０
０
円
）、当
日
券
は
２
０
０
円
増
し

◆
よ
し
も
と
お
笑
い
ま
つ
り
ｉ
ｎ
お
び

ひ
ろ

　

テ
レ
ビ
で
活
躍
す
る
芸
人
９
組
が
出

演
。

日
12
月
３
日
㈪
、
18
時
30
分
～
21
時

￥
全
席
指
定
（
３
歳
以
上
有
料
、
２
歳

以
下
膝
上
無
料
）、
Ｓ
席
（
１
・
２
階
）

３
５
０
０
円
、
Ａ
席
（
３
・
４
階
）
２

５
０
０
円
。

◆
第
４
回
帯
広
市
民
バ
レ
エ
公
演
「
コ

ッ
ペ
リ
ア
」

　

帯
広
・
十
勝
の
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
や
、

帯
広
交
響
楽
団
が
出
演
す
る
市
民
参
加

の
バ
レ
エ
公
演
。

日
12
月
16
日
㈰
、
14
時
30
分
～
17
時

￥
Ａ
席
（
１
階
一
部
、
３
・
４
階
）
３

０
０
０
円
。
Ｓ
席（
１
・
２
階
）、
Ｂ
席

（
４
階
一
部
）
は
完
売
。

◆
大
人
の
た
め
の
舞
台
探
検

　

ホ
ー
ル
の
舞
台
機
構
や
音
響
設
備
、

照
明
機
構
な
ど
の
見
学
と
体
験
。

対
18
歳
以
上

日
１
月
５
日
㈯
、
19
時
～
21
時

定
先
着
20
人

￥
５
０
０
円

申
12
月
２
日
㈰
～
翌
１
月
４
日
㈮
ま
で

に
、
市
民
文
化
ホ
ー
ル
へ
。

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

人
権
に
関
す
る
悩
み
事
や
困
り
事
の

相
談
に
、
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る
。

日
12
月
４
日
㈫
、
13
時
～
15
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
（
東
５

南
９
、
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
内
、

☎
24
・
５
８
５
３
）

担
当
課
行
政
推
進
室

独
身
の
男
性
農
業
者
と
の
交
流
会

対
20
歳
以
上
の
独
身
女
性

日
12
月
14
日
㈮
、
19
時
～
21
時

場
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
・
ド
・
ヴ
ァ
ン
（
西

１
南
９
）

定
先
着
10
人
程
度

￥
１
０
０
０
円

申
問
12
月
５
日
㈬
ま
で
に
、
農
業
委
員

会
事
務
局
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・
４

２
２
４
）
へ
。

帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
の

イ
ベ
ン
ト

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

場
申
問
11
月
25
日
㈰
～
各
開
催
日
の

前
日
ま
で
に
、
帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー

む
（
南
町
南
９
線
49
、
☎
66
・
６
２
０

０
）
へ
。

◆
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
（
ク
リ
ス

マ
ス
飾
り
）

　

森
で
間
伐
体
験
を
行
い
、
切
っ
た
木

で
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
な
ど
を
作
る
。

日
12
月
８
日
㈯
、
９
時
30
分
～
12
時

定
先
着
15
人

◆
間
伐
と
ミ
ニ
門
松
づ
く
り

　

森
で
間
伐
体
験
を
行
い
、
切
っ
た
シ

ラ
カ
バ
の
木
で
小
さ
な
門
松
を
作
る
。

日
12
月
15
日
㈯ 

、
９
時
30
分
～
12
時

定
先
着
15
人

￥
３
０
０
円

と
か
ち
帯
広
空
港

「
空
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

　

空
港
内
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
を
行
う
。

日
12
月
16
日
㈰
、
11
時
～
11
時
45
分

場
と
か
ち
帯
広
空
港
（
泉
町
西
９
線
）

問
空
港
事
務
所
（
泉
町
西
９
線
、
と
か

ち
帯
広
空
港
内
、
☎
64
・
５
３
２
０
）

平
和
の
大
切
さ
を
考
え
る
催
し

「
平
和
の
作
品
展
」

　

応
募
い
た
だ
い
た
平
和
の
絵
・
詩
の

全
応
募
作
品
を
展
示
。

日
12
月
20
日
㈭
～
27
日
㈭
、
８
時
45
分

～
17
時
30
分
（
初
日
は
10
時
か
ら
、
最

終
日
は
15
時
ま
で
）

場
市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁
舎
１
階
）

問
市
民
活
動
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、

☎
65
・
４
１
３
０)

消
費
者
問
題
の

無
料
弁
護
士
相
談
会

日
12
月
21
日
㈮
、
13
時
30
分
～
15
時
の

間
で
１
人
30
分
間

定
先
着
３
人

場
申
問
12
月
13
日
㈭
ま
で
に
、帯
広
市

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
（
西

４
南
13
、
と
か
ち
プ
ラ
ザ
内
、
☎
22
・

８
３
９
３
）
へ
。

担
当
課
安
心
安
全
推
進
課

よ
い
子
の

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会 

　
「
萌
え
の
会
」
に
よ
る
、
ク
リ
ス
マ

ス
や
冬
に
ち
な
ん
だ
ス
ト
ー
リ
ー
の
絵

本
、
紙
芝
居
、
童
話
な
ど
の
お
は
な
し

会
を
開
催
。

日
12
月
24
日

（振）
、
11
時
～
12
時

場
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４

７
０
０
）

お
び
ひ
ろ
動
物
園
冬
期
開
園

　

12
月
～
翌
２
月
の
土･

日
曜
日
、祝
日

と
２
月
１
日
㈮
の
氷
ま
つ
り
開
催
日
は

開
園
。（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除

く
）
開
園
時
間
は
、
11
時
～
14
時
。

場
問
動
物
園
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・
２

４
３
７
）

◆
写
真
展
「
ス
タ
ッ
フ
か
ら
見
た
動
物

た
ち
」

　

冬
期
開
園
期
間
中
に
、
動
物
園
の
職

員
が
撮
っ
た
動
物
た
ち
の
写
真
を
展
示
。

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
も
実
施
。

児
童
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・

２
４
３
４
）

◆
も
っ
く
ん
教
室

　

親
子
で
簡
単
な
工
作
を
す
る
。

①
ク
リ
ス
マ
ス
ベ
ル 

紙
コ
ッ
プ
と
モ

ー
ル
で
ク
リ
ス
マ
ス
ベ
ル
を
作
る
。

②
ど
う
ぶ
つ
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ 

紙
皿
で

動
物
の
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
を
作
る
。

対
幼
児
と
保
護
者

日
①
12
月
５
日
㈬
、
②
19
日
㈬
、
い
ず

れ
も
10
時
～
11
時
30
分

◆
親
と
子
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
将
棋

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
12
月
８
日
㈯
、
10
時
～
12
時

◆
親
子
囲
碁
入
門
教
室

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
12
月
９
日
㈰
、
10
時
～
12
時

◆
親
子
お
も
し
ろ
教
室
「
ア
イ
ロ
ン
ビ

ー
ズ
で
コ
マ
を
つ
く
ろ
う
」

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
12
月
15
日
㈯
、
９
時
30
分
～
11
時
30

分定
先
着
50
人

◆
き
ら
き
ら
人
形
劇
場

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
人

形
劇
。

日
12
月
15
日
㈯
、
14
時
～
15
時

◆
親
子
科
学
実
験
教
室
「
錯
覚
の
不
思

議
」

　

目
か
ら
入
る
情
報
で
、
人
の
脳
が
だ

ま
さ
れ
る
こ
と
を
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
。

対
小
学
３
～
６
年
生
と
保
護
者

日
12
月
16
日
㈰
、
①
13
時
30
分
～
14
時

30
分
、
②
14
時
40
分
～
15
時
40
分

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

市役所代表
☎ 24・4111、ＦＡＸ23・0151
市役所本庁舎業務時間
月〜金曜日 8時45分〜17時30分
帯広市ホームページ
http://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

　申し込み方法など、特に記載がない
場合は、参加無料ですので当日会場へ
直接お越しください。
　詳細は各問い合わせ先に確認してく
ださい。

（施設ごとに業務時間が異なります）

往復はがきなど
「申込時の記載事項」

①イベント・教室名
　（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ）
⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、
　年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）
⑨返送先（往復はがきの場合）
特に記載のない申し込みは、申込期限
必着で１人（組）１通。直接窓口で申し
込む場合は、返信用のはがきをお持ち
ください。

お知らせ
12月
帯広市からの

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員
￥＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせ
☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール
HP＝ホームページ

お知らせの見方

Information

第３回公演「くるみ割り人形」の様子
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12月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、12月５日（水）、19日（水）です。燃やすごみが火・金曜日収集地区は、
12 月 12 日（水）、26 日（水）です。　問清掃事業課（西 24 北４、☎37・2311)

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

講
座
・
教
室

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
ー
ズ
作
り

体
験
研
修

　

地
場
産
の
生
乳
や
肉
を
使
っ
た
加
工

体
験
。

定
各
先
着
10
人

場
申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、電
話
で

畜
産
物
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
（
八
千
代

町
西
４
線
、
☎
60
・
２
５
１
４
）
へ
。

◆
チ
ー
ズ
研
修
（
約
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

日
①
12
月
22
日
㈯
～
23
日
㈷
、
②
１
月

５
日
㈯
～
６
日
㈰
、
い
ず
れ
も
１
日
目

は
10
時
～
16
時
、
２
日
目
は
10
時
～
10

時
30
分

￥
各
３
０
０
０
円

申
込
期
限
①
12
月
14
日
㈮
、
②
21
日
㈮

◆
ソ
ー
セ
ー
ジ
研
修
（
プ
レ
ー
ン
ほ
か

全
３
種
、
計
約
７
０
０
グ
ラ
ム
）

日
１
月
13
日
㈰
、
10
時
～
14
時

￥
２
２
０
０
円

申
込
期
限
１
月
４
日
㈮

市
民
大
学
講
座

対
15
歳
以
上

場
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、
と
か
ち

プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
問
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、生
涯

学
習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
１

９
２
）へ
。
未
就
学
児
（
２
歳
以
上
）
の

託
児
希
望
者
は
、
各
開
催
日
の
一
週
間

前
ま
で
に
申
し
込
み
。（
第
35
集
、
第

38
集
、
第
40
集
講
座
を
除
く
）

◆
第
34
集「【
帯
広
大
谷
短
期
大
学
連
携

講
座
】食
の
歴
史
か
ら
見
た
フ
ラ
ン
ス
」

　

高
橋
啓け

い

氏（
フ
ラ
ン
ス
文
学
翻
訳
家
）

を
講
師
に
、
世
界
中
で
日
本
食
ブ
ー
ム

が
起
こ
っ
て
い
る
中
、
改
め
て
フ
ラ
ン

ス
料
理
を
歴
史
的
観
点
か
ら
見
直
す
。

日
12
月
６
日
㈭
、
18
時
30
分
～
20
時

定
先
着
50
人

◆
第
35
集
「【
帯
広
畜
産
大
学
連
携
講

座
】
畜
大
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
帯
広
畜
産
大
学
の
取
り
組
み
と
こ
れ

か
ら
～
」

　

地
方
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問

題
に
対
し
て
、
畜
大
は
ど
の
よ
う
な
貢

献
が
で
き
る
の
か
。
十
勝
唯
一
の
国
立

大
学
で
あ
る
畜
大
の
、「
今
」
と
「
将
来
」

に
向
け
た
取
り
組
み
を
学
ぶ
。
事
前
の

申
し
込
み
は
不
要
。

日
12
月
８
日
㈯
、
10
時
～
11
時

◆
第
36
集
「
ロ
コ
モ
対
策
を
知
り
、
健

康
で
楽
し
く
！
生
き
生
き
と
！
」　

　

田
口
あ
き
ほ
氏（
健
康
運
動
指
導
士
）

を
講
師
に
、
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
運

動
を
実
践
的
に
学
び
、
健
康
寿
命
の
促

進
に
つ
な
げ
る
。

日
12
月
13
日
㈭
、
14
時
～
15
時
30
分

定
先
着
30
人

◆
第
37
集「【
３
部
構
成
講
座
】
心
理
学

を
知
る
と
、
世
の
中
の
見
え
方
が
変
わ

る
！
生
活
で
も
使
え
る
心
理
学
の
実

際
」

　

上う
え
む
ら村

碧み
ど
り

氏
（
早
稲
田
大
学
人
間
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
招し

ょ
う
へ
い聘

研
究
員
・
日
々
輝

学
園
高
等
学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
を
講

師
に
、
日
常
で
も
使
え
る
心
理
学
を
３

部
構
成
で
学
ぶ
。

日
12
月
15
日
㈯
、
13
時
30
分
～
17
時

定
先
着
50
人

◆
第
38
集
「【
帯
広
畜
産
大
学
連
携
講

座
】
原
画
の
中
の
動
物
ｉ
ｎ
十
勝
」

　

薮や
ぶ
う
ち内

正ま
さ
ゆ
き幸

氏
が
生
き
生
き
と
描
く
動

物
の
生
態
や
特
徴
を
、
野
生
動
物
学
や

解
剖
学
を
専
門
と
す
る
畜
大
の
教
授
ら

が
解
説
。
原
画
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ

動
物
の
世
界
へ
誘
う
。
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
。

日
12
月
16
日
㈰
、
14
時
～
15
時
30
分

◆
第
39
集
「
看
取
り
＝
命
の
バ
ト
ン
を

引
き
継
ぐ
」

　

佐
藤
ゆ
か
り
氏
（
公
認
看
取
り
士
）

を
講
師
に
、
看
取
り
の
事
例
を
交
え
な

が
ら
、「
な
ぜ
、今
、看
取
り
が
大
切
な

の
か
」
を
学
ぶ
。

日
12
月
18
日
㈫
、
18
時
30
分
～
20
時

定
先
着
50
人

◆
第
40
集
「
幕
末
を
生
き
た
旅
の
巨
人

松
浦
武
四
郎
」

　
「
北
海
道
の
名
付
け
親
」と
も
呼
ば
れ

る
松
浦
武
四
郎
の
生
涯
を
学
ぶ
。
講
話

後
、
実
際
に
展
覧
会
を
観
覧
す
る
。

日
12
月
20
日
㈭
、
14
時
～
15
時

場
帯
広
美
術
館
（
緑
ケ
丘
２
）

定
先
着
80
人

￥
６
０
０
円
（
美
術
館
観
覧
料
）

動
物
園
の
講
座
・
教
室

場
申
問
各
申
込
期
間
に
、
❶
は
電
話

で
動
物
園
へ
、❷
は
郵
便
は
が
き
に「
申

込
時
の
記
載
事
項
」（
６
頁
）
を
書
い

て
、
動
物
園
（
〒
080
・

0846
緑
ケ
丘
２
番
地
、

☎
24
・
２
４
３
７
）
へ
。
当
選
者
に
は

別
途
通
知
す
る
。

❶
お
び
Ｚズ

ー
Ｏ
Ｏ
ト
ー
ク
カ
フ
ェ　

　

飲
み
物
を
片
手
に
飼
育
員
の
話
を
聞

く
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
。
テ
ー
マ
は
「
帯
広

で
よ
く
見
ら
れ
る
動
物
と
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
動
物
」
で
、
エ
ゾ
リ
ス
と
エ
ゾ

モ
モ
ン
ガ
の
生
態
を
紹
介
。

日
12
月
16
日
㈰
、
14
時
～
15
時

定
先
着
30
人

申
込
期
間
12
月
１
日
㈯
～
14
日
㈮

❷
冬
の
裏
側
探
検
隊

　

動
物
舎
の
裏
側
を
見
る
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
。
今
回
は
、
ゾ
ウ
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ

マ
、
キ
リ
ン
、
カ
ン
ガ
ル
ー
の
動
物
舎

を
回
る
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

郵
便
は
が
き
１
枚
で
１
組
申
し
込
み
可

能
。
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、「
申
込
時

の
記
載
事
項
」
の
ほ
か
に
参
加
者
全
員

の
氏
名
、
年
齢
を
追
記
。

日
１
月
12
日
㈯
、
14
時
～
15
時
30
分

定
抽
選
45
人

申
込
期
間
12
月
13
日
㈭
～
27
日
㈭

帯
広
市
都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー

サ
ラ
ダ
館
の
講
習
・
教
室

場
申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
６

頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
市
都
市
農
村
交

流
セ
ン
タ
ー
サ
ラ
ダ
館
（
〒
080
・

2472
西

22
条
南
６
丁
目
６
、
☎
36
・
８
０
９
５
）

へ
。
手
作
り
味み

そ噌
教
室
は
第
２
希
望
日

ま
で
記
載
。

◆
初
め
て
の
押
し
花
教
室

日
12
月
20
日
㈭
、
１
月
24
日
㈭
、
２
月

21
日
㈭
、
全
３
回
、
10
時
～
12
時

定
抽
選
10
人

￥
６
４
８
０
円

申
込
期
限
12
月
10
日
㈪

◆
冬
休
み
親
子
草
木
染
め
教
室

日
１
月
６
日
㈰
、
10
時
30
分
～
11
時
30

分定
抽
選
10
組

￥
１
６
２
０
円

申
込
期
限
12
月
20
日
㈭

◆
冬
休
み
親
子
押
し
花
教
室

日
１
月
６
日
㈰
、
10
時
30
分
～
11
時
30 

分定
抽
選
10
組

￥
１
６
２
０
円

申
込
期
限
12
月
20
日
㈭

◆
冬
休
み
親
子
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
教

室日
１
月
６
日
㈰
、
13
時
30
分
～
14
時
30

分定
抽
選
10
組

￥
１
９
２
０
円

申
込
期
限
12
月
20
日
㈭

◆
冬
休
み
親
子
イ
モ
団
子
・
コ
ー
ン
ス

ー
プ
作
り
教
室

日
１
月
13
日
㈰
、
10
時
～
12
時

定
抽
選
10
組

￥
１
０
５
０
円

申
込
期
限
12
月
20
日
㈭

◆
手
作
り
味
噌
教
室

日
①
１
月
27
日
㈰
、②
28
日
㈪
、③
2
月

２
日
㈯
、
④
３
日
㈰
、
⑤
４
日
㈪
、
い

ず
れ
も
10
時
30
分
～
11
時
30
分

定
各
抽
選
20
人

￥
各
４
５
０
０
円

申
込
期
限
１
月
12
日
㈯

百
年
記
念
館
の
講
座
・
教
室

場
問
百
年
記
念
館（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・

５
３
５
２
）

◆
体
験
教
室
じ
ょ
う
も
ん
人
と
腕
く
ら

べ
「
ま
が
玉
作
り
」

　

古
代
人
の
定
番
ア
ク
セ
サ
リ
ー
ま
が

玉
の
解
説
と
、
ま
が
玉
作
り
体
験
。

日
12
月
23
日
㈷
、
10
時
～
12
時

定
先
着
20
人

￥
３
０
０
円

申
12
月
１
日
㈯
～
19
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
百
年
記
念
館
へ
。

◆
博
物
館
講
座
「
大
地
が
語
る
十
勝
の

自
然
史
～
揺
れ
動
く
大
地
・
日
高
山
脈

と
十
勝
平
野
～
」

　

宮
坂
省
吾
氏
（
ア
イ
ピ
ー
地
質
情
報

室
、
理
学
博
士
）
が
、
十
勝
平
野
や
日

高
山
脈
の
成
り
立
ち
か
ら
近
年
の
地
震

災
害
ま
で
、
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス

論
の
立
場
か
ら
分
か
り
や
す
く
解
説
。

日
12
月
15
日
㈯
、
14
時
～
16
時

◆
親
子
七し
っ
ぽ
う宝
教
室
～
七
宝
焼
き
で
絵
を

描
こ
う
～

　

七
宝
焼
き
で
、
約
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
四
方
の
大
き
さ
の
銅
板
に
絵
を
描
く
。

日
１
月
12
日
㈯
、
10
時
～
12
時

定
先
着
親
子
５
組
10
人

￥
親
子
２
人
で
３
０
０
円
（
別
途
材
料

費
６
０
０
円
程
度
）

申
12
月
４
日
㈫
～
25
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
百
年
記
念
館
へ
。

セ
ン
タ
ー
探
検
ツ
ア
ー
付
き
！

冬
休
み「
親
子
で
給
食
づ
く
り
」

　

普
段
は
入
れ
な
い
場
所
の
探
検
ツ
ア

ー
の
後
、
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
メ
ニ
ュ

ー
の
「
肉
じ
ゃ
が
」
な
ど
を
作
る
。

対
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
～
中
学
３

年
生
と
保
護
者

日
12
月
27
日
㈭
、
９
時
～
13
時

定
抽
選
12
組

￥
１
人
３
０
０
円

場
申
問
12
月
３
日
㈪
～
７
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
で
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
南

町
南
８
線
42

-

３
、
☎
49
・
１
９
０
０
）

へ
。樹

と
生
き
物
の
お
は
な
し

　

帯
広
畜
産
大
学
の
先
生
か
ら
、「
樹

と
生
き
物
の
関
係
」
に
つ
い
て
の
話
を

聞
い
た
後
、
図
書
館
の
資
料
を
使
っ
て

調
べ
学
習
を
す
る
。

対
小
学
生
。
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴

日
１
月
９
日
㈬
、13
時
30
分
～
15
時
30
分

定
先
着
20
人

場
申
問
12
月
１
日
㈯
～
27
日
㈭
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
直
接
図
書
館
（
西
２

南
14
、
☎
22
・
４
７
０
０
）
へ
。

普
通
救
命
講
習

　

出
血
時
の
止
血
法
や
心
臓
停
止
、
呼

吸
停
止
時
の
救
命
手
当
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど
心
肺
蘇
生
法
を
習
得
す
る
。

日
場
①
１
月
９
日
㈬
、
消
防
庁
舎
（
西

６
南
６
）、
②
19
日
㈯
、
南
出
張
所
（
西

17
南
41
）、
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
16

時
30
分

定
①
先
着
50
人
、
②
先
着
30
人

￥
各
５
０
０
円

申
問
①
は
12
月
３
日
㈪
～
１
月
２
日

㈬
ま
で
、
②
は
12
月
13
日
㈭
～
１
月

12
日
㈯
ま
で
に
、
帯
広
消
防
署
救
急

課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、
☎

26
・
９
１
３
２
）
へ
。
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冬
休
み
親
子
消
費
者
講
座

　

省
エ
ネ
や
エ
コ
に
つ
い
て
学
び
、
親

子
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
を
作
る
。

対
小
学
生
と
保
護
者

日
１
月
11
日
㈮
、
13
時
15
分
～
15
時
30

分場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
20
組

￥
１
組
１
０
０
０
円

申
問
12
月
６
日
㈭
～
１
月
４
日
㈮
ま

で
に
、
電
話
で
安
心
安
全
推
進
課
（
市

庁
舎
３
階
、☎
65
・
４
１
３
２
）へ
。
未

就
学
児
（
２
歳
以
上
）
の
託
児
希
望
者

は
、
12
月
27
日
㈭
ま
で
に
申
し
込
み
。

「
海
南
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
」
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
の
国
民
的
料
理
を
作
ろ
う
！

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
出
身
の
タ
ン
国
際
交

流
員
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
民
的

料
理
「
海
南
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
」
を
作
り
、

食
事
を
し
な
が
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
つ

い
て
学
ぶ
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
飲
み
物

「
バ
ン
ド
ン
」
と
豆
乳
プ
リ
ン
「
豆ド

ウ
ホ
ワ花

」

も
試
食
で
き
る
。

対
市
内
在
住
の
高
校
生
以
上

日
１
月
12
日
㈯
、
11
時
～ 

13
時

定
先
着
10
人

￥
８
０
０
円

場
申
問
12
月
４
日
㈫
～
21
日
㈮
ま
で

に
、
森
の
交
流
館
・
十
勝
（
西
20
南
６
、

☎
34
・
０
１
２
２
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ

平
成
30
年
度
ゴ
ル
ゲ
ー
ト
練
習
会

　

帯
広
市
発
祥
の
ゴ
ル
ゲ
ー
ト
で
、
運

動
不
足
を
解
消
す
る
。
指
導
者
な
ど
は

付
き
ま
せ
ん
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
か
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
持
参
。

日
場
▽
12
月
７
日
～
翌
３
月
15
日
の

金
曜
日
、
８
回
、
13
時
～
16
時
、
総
合

体
育
館
（
大
通
北
１
）
▽
１
月
22
日
～

３
月
12
日
、
火
曜
日
、
６
回
、
９
時
～

12
時
、
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
市
庁
舎
８
階
、

☎
65
・
４
２
１
０
）

健
康
・
福
祉

第
13
回
音
声
ガ
イ
ド
＆
字
幕
付
き

映
画
会
「
い
つ
か
読
書
す
る
日
」

　

視
覚
・
聴
覚
障
害
者
向
け
に
、
音
声

ガ
イ
ド
・
字
幕
付
き
で
上
映
。
一
般
の

人
も
参
加
可
能
。

日
12
月
２
日
㈰
、
14
時
～
16
時
30
分

場
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４

７
０
０
）

健
康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
申
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、各

申
込
期
限
ま
で
に
、
健
康
推
進
課
（
東

８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎

25
・
９
７
２
１
）
へ
。

◆
「
い
の
ち
の
日
」
生
き
る
を
支
え
る

を
考
え
る
会

　

災
害
や
高
齢
化
問
題
な
ど
、
地
域
で

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
振
り
返
り
な
が

ら
「
い
の
ち
」
に
つ
い
て
考
え
る
。
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

に
つ
い
て
も
紹
介
。

日
12
月
１
日
㈯
、
①
10
時
～
11
時
、
②

19
時
～
20
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

◆
健
康
相
談

日
①
12
月
４
日
㈫
、
②
17
日
㈪
、
い
ず

れ
も
９
時
～
15
時
、
１
人
60
分
程
度

◆
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座

　

講
話
と
体
操
や
室
内
運
動
を
行
う
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

・「
感
染
症
に
つ
い
て
」

日
12
月
７
日
㈮
、
14
時
～
15
時
30
分

申
込
期
限
12
月
６
日
㈭

・「
お
正
月
太
り
予
防
」

日
12
月
19
日
㈬
、
10
時
～
11
時
30
分

場
西
帯
広
コ
ミ
セ
ン
（
西
23
南
２
）

申
込
期
限
12
月
18
日
㈫

◆
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診

　

採
血
に
よ
る
血
清
反
応
検
査
。
結
果

は
約
４
週
間
後
に
通
知
。
申
し
込
み
不

要
。

対
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
以
上
で
、

過
去
５
年
以
内
に
受
診
し
て
い
な
い
人

日
12
月
12
日
㈬
、
14
時
～
14
時
30
分

￥
３
０
０
円
（
中
学
生
ま
で
は
無
料
）

子
育
て
支
援
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
問
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎ 

25 

・
９
７

２
２
）

◆
乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

　

対
象
日
は
個
別
通
知
を
確
認
。
受
け

付
け
は
、
12
時
20
分
～
13
時
15
分

・
５
カ
月
児
健
診
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

健
診
に
来
ら
れ
な
く
て
も
、
希
望
者

に
は
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
平
成
30
年
６
月
生
ま
れ

日
12
月
11
日
㈫
、
18
日
㈫
、
26
日
㈬

・
１
歳
６
カ
月
児
健
診

対
平
成
29
年
５
月
生
ま
れ

日
12
月
４
日
㈫
、
13
日
㈭
、
19
日
㈬

・
３
歳
児
健
診

対
平
成
27
年
11
月
生
ま
れ

日
12
月
６
日
㈭
、
12
日
㈬
、
20
日
㈭

◆
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
相
談
会
「
マ
マ

と
赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
講
座
」

　

妊
婦
と
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
児
中
の
母

親
を
対
象
に
、
専
門
職
に
よ
る
講
話
の

ほ
か
、
悩
み
相
談
に
も
応
じ
る
。

対
妊
娠
中
の
人
、
１
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者
。
上
の
お
子
さ
ん
も
参
加

可
能
で
す
が
、
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん

日
12
月
21
日
㈮
、
10
時
～
11
時
10
分

定
先
着
10
人

申
12
月
20
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

直
接
子
育
て
支
援
課
へ
。

◆
ほ
ん
わ
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室

　

妊
娠
中
の
栄
養
の
お
話
、
赤
ち
ゃ
ん

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

鶏のうま味が凝縮したご飯が最高

出典：flickr.com（fuyichinさん）

11月20日～12 月19日の期間に予約受付を開始する教室一覧です。
　各教室の対象、日時、定員、費用、申し込み期限など
の詳細は各施設に問い合わせるか、帯広市文化スポーツ
振興財団のホームページ、または総合案内（市庁舎 1 階）、
各スポーツ施設、各コミセンに配置している生涯学習情
報誌「まなびや」で確認してください。

スポーツ教室についてのお知らせ

問総合体育館（〒080・0030 大通北１丁目１、☎22・7828）　
　 帯広の森体育館（〒080・0856 南町南 7 線 56 番地７、☎48・8912）
　 明治北海道十勝オーバル（〒080・0856 南町南 7 線 56 番地７、☎49・4000）
　 帯広の森市民プール（〒080・0856 南町南 7 線 56 番地７、☎47・3630）
　 帯広の森研修センター（〒 080・0856 南町南 7 線 56 番地７、☎48・8048）
　 帯広の森スポーツセンター（〒080・0856 南町南 7 線 56 番地７、☎48・2401）
担当課　スポーツ振興室

開催施設 開催月 講座・教室名 対象者

総合体育館 １月 冬休み元気アップ教室 小学１～３年生

帯広の森
体育館

１～３月 首・肩・腰の痛み不調改善ヨガ（２期） 16 歳以上

１～２月 レッツ！バルシューレ（３回目） 未就学児、
小学校低学年

明治北海道
十勝オーバル

１～３月 ヨガ
（会場は市民文化ホール（西５南 11） 16 歳以上

１～２月 ヨガＷ 16 歳以上

帯広の森
市民プール

１～２月 おやこ水泳教室（５回目） ２～４歳児と
保護者

１～２月 幼児水泳教室（５回目）
幼稚園・保育所の

年中・年長に
当たる幼児

帯広の森
研修センター １～２月 体幹美人エクササイズ

（会場は明治北海道十勝オーバル） 16 歳以上

帯広の森
スポーツセンター １～２月 冬のアウトドアウォーキング 16 歳以上

▲詳細はこちら

楽しみながら運動不足解消

申し込み方法（各教室の定員を超えた場合は抽選となります）
①ホームページから…希望の教室を選択し、申し込みフォームから送信
　　　　　　　　　　HP http://obihiro-foundation.jp/ 
②直接申し込み………返信用はがきを各施設に持参
③往復はがき…………「申込時の記載事項」（６頁）を書いて各施設へ。
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を
お
風
呂
に
入
れ
る
練
習
、
パ
パ
の
妊

婦
体
験
な
ど
、
出
産
・
育
児
を
学
ぶ
。

対
５
月
に
初
出
産
予
定
の
夫
婦

日
１
月
20
日
㈰
、
13
時
～
15
時
30
分

申
12
月
10
日
㈪
～
１
月
16
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
で
子
育
て
支
援
課
へ
。

高
齢
者
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎

65
・
４
１
４
５
）

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座　

　

認
知
症
の
症
状
や
接
し
方
な
ど
を
学

び
、
認
知
症
の
人
を
地
域
で
見
守
る
応

援
者
を
養
成
す
る
。

日
12
月
13
日
㈭
、
13
時
30
分
～
15
時

場
西
帯
広
コ
ミ
セ
ン
（
西
23
南
２
）

定
先
着
30
人

申
12
月
３
日
㈪
～
11
日
㈫
ま
で
に
、
高

齢
者
福
祉
課
へ
。

◆
認
知
症
・
家
族
の
集
い
「
茶
話
会
」

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
交
流
会
。
介
護
を
終
え
た
人
や
、
認

知
症
の
人
と
一
緒
の
参
加
も
可
能
。
手

伝
い
が
必
要
な
場
合
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
12
月
27
日
㈭
、
13
時
30
分
～
15
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

￥
１
０
０
円

案  

内

平
成
30
年
第
５
回

帯
広
市
議
会
定
例
会

　

開
催
中
は
会
議
を
傍
聴
で
き
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
で
、
幼
児
の
一
時
預
か

り
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
、
携
帯
型
補

聴
器
誘
導
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
生
中
継

映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
程

は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
市
庁
舎
議
会
棟
４
階

問
議
会
事
務
局
総
務
課
（
市
庁
舎
議
会

棟
２
階
、
☎
65
・
４
２
２
１
）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７

０
０
）

◆
図
書
館
の
年
末
年
始
休
館
に
伴
う
貸

出
拡
大
企
画
を
行
い
ま
す

　

図
書
館
は
年
末
年
始
休
館
（
５
頁
）

に
伴
い
、
貸
出
日
が
12
月
14
日
㈮
～
27 

日
㈭
の
期
間
限
定
で
、
本
は
15
冊
、
Ｃ

Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
５
点
ま
で
を
、
３
週
間

の
貸
し
出
し
に
拡
大
し
ま
す
。

◆
わ
く
わ
く
♪
ド
キ
ド
キ
!!
家う
ち
ど
く読
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
！
２
０
１
８

　

冬
休
み
中
に
、
親
子
で
同
じ
本
を
小

学
生
５
冊
・
中
学
生
３
冊
以
上
読
み
、

「
家
読
ノ
ー
ト
」
に
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想

を
書
い
て
図
書
館
に
提
出
。
抽
選
で
図

書
カ
ー
ド
を
贈
呈
。
家
読
ノ
ー
ト
は
、

図
書
館
や
各
学
校
の
図
書
室
に
設
置
す

る
ほ
か
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
。

対
市
内
の
小
・
中
学
生

申
込
期
限
２
月
３
日
㈰

ビ
ジ
ネ
ス

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
が
所

有
す
る
不
動
産
賃
貸
、
商
店
、
農
業
な

ど
の
事
業
に
使
用
す
る
資
産
で
す
。
所

有
者
は
、
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況

を
１
月
31
日
㈭
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
申
告
書
は
資
産
税
課
で
配
布
。

対
象
資
産 

構
築
物
、
機
械
・
装
置
、
工

具
・
器
具
備
品
な
ど

問
資
産
税
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・

４
１
２
４
）

平
成
31
・
32
年
度
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け

　

市
な
ど
が
発
注
す
る
工
事
や
物
品
の

売
買
、
業
務
委
託
な
ど
の
入
札
や
見
積

合
わ
せ
に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者
を

受
け
付
け
。
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
申
請
の

手
引
き
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

登
録
期
間 

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

の
２
年
間

登
録
団
体 

帯
広
市
に
申
請
す
る
こ
と

で
、
帯
広
市
、
帯
広
市
上
下
水
道
部
、

十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
、
十
勝
中
部
広

域
水
道
企
業
団
、
と
か
ち
広
域
消
防
事

務
組
合
の
５
団
体
に
登
録
。

受
付
期
間 

郵
便
申
請
は
12
月
12
日
㈬

～
28
日
㈮
（
消
印
有
効
）、
持
参
申
請

は
１
月
15
日
㈫
～
31
日
㈭
、
９
時
～
11

時
30
分
、
13
時
～
16
時
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
に
市
水
道
庁
舎
３
階
大
会
議

室
へ
。

申
問
契
約
管
財
課
（
〒
080
・

8670
西
５
条

南
７
丁
目
１
番
地
、
市
庁
舎
５
階
、
☎

65
・
４
１
１
４
）
へ
。

募  

集

第
37
回
郷
土
美
術
展
の
作
品
を
募
集

　

１
月
18
日
㈮
か
ら
開
催
す
る
、
郷
土

美
術
展
の
作
品
を
募
集
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
19
歳
以
上

募
集
作
品  

絵
画（
油
彩
・
水
彩
・
パ
ス

テ
ル
画
・
ア
ク
リ
ル
画
・
水
墨
画
・
版

画
・
Ｃ
Ｇ
）、
彫
刻
、
書
・
写
真
を
除
く

工
芸
（
陶
芸
・
七
宝
・
染
色
）
な
ど
で
、

過
去
１
年
以
内
に
制
作
し
た
も
の
。
号

数
は
50
号
ま
で
。
応
募
は
１
人
１
点
。

申
問
12
月
24
日

（振）
ま
で
に
、
封
筒
に

「
郷
土
美
術
展
申
し
込
み
」
と
朱
書
き

の
上
、
百
年
記
念
館
な
ど
で
配
布
の
申

込
用
紙
を
同
封
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
百
年
記
念
館
（
〒
080
・

0846
緑
ケ
丘
２

番
地
、
☎
24
・
５
３
５
２
）
へ
。

第
38
回
お
び
ひ
ろ
市
民
芸
術
祭

参
加
者
募
集

　

音
楽
や
舞
踊
、
美
術
、
書
道
、
写
真

な
ど
で
活
動
し
て
い
る
文
化
団
体
や
個

人
が
、
市
民
文
化
ホ
ー
ル
、
と
か
ち
プ

ラ
ザ
（
西
４
南
13
）、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
西
２
南
12
）で
、
活
動
の
成
果
を
発
表

す
る
市
民
芸
術
祭
の
参
加
者
を
募
集
。

申
12
月
20
日
㈭
ま
で
に
、
市
民
文
化
ホ

ー
ル
、
コ
ミ
セ
ン
な
ど
で
配
布
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
お
び

ひ
ろ
市
民
芸
術
祭
実
行
委
員
会
（
西
５

南
11
、
市
民
文
化
ホ
ー
ル
内
、
☎
23
・

８
１
１
１
）
へ
。

問
同
実
行
委
員
会
、
文
化
課
（
市
庁
舎

８
階
、
☎
65
・
４
２
０
９
）

放
送
大
学
４
月
入
学
生
の
募
集

お
よ
び
大
学
説
明
会
の
開
催

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
放

送
な
ど
で
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

と
か
ち
プ
ラ
ザ
で
授
業
を
視
聴
で
き
る

ほ
か
、
授
業
の
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど

の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
る
の
で
、
自

分
の
時
間
に
合
わ
せ
て
学
習
で
き
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課（
市
庁
舎
８
階
、☎
65
・

４
１
９
２
）、
放
送
大
学
北
海
道
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
１
・
７
３
６
・
６

３
１
８
）

◆
４
月
入
学
生
の
募
集

申
12
月
１
日
㈯
～
翌
３
月
17
日
㈰
ま
で

に
、
願
書
を
放
送
大
学
本
部
（
〒
261
・

8586
千
葉
市
美
浜
区
若
葉
２
丁
目
11
番

地
、
☎
０
４
３
・
２
７
６
・
５
１
１
１
）

へ
。
募
集
要
項
は
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西

４
南
13
）
な
ど
で
配
布
。

◆
大
学
説
明
会

日
12
月
２
日
㈰
、
10
時
～
12
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

12 月３日（月）、
13 時～

本会議
（初日）

12 月７日（金）、
10 時～

本会議（一般
質問予備日）

12 月 10 日（月）～13
日（木）、各 10 時～

本会議
（一般質問）

12 月 14 日（金）、
10 時～

議案審査
特別委員会

12 月 18 日（火）、
13 時～

本会議
（最終日）

会場・開催日 対象 募集内容

市
民
文
化
ホ
ー
ル

音の響演
フェスティバル 5月4日（祝）

個
人
・
団
体

音楽のステ
ージ発表

舞の響演
フェスティバル 5月6日（振） 舞踊のステ

ージ発表

演劇
フェスティバル 5月6日（振） 演劇のステ

ージ発表

と
か
ち
プ
ラ
ザ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

団体合同展 5月2日（木）
～14日（火）

団
体

現代アート、
華道、切り
絵、レザー
クラフトな
ど

　新成人を迎えた皆さんを祝い、励ま
すとともに、成人としての自覚を持っ
てもらうように、「成人の集い」を実
施します。当日は、新成人による「二十
歳の誓い」や、スクリーン上映などを
行います。
対平成10年４月２日～平成11年４月１日
までに生まれた人（市内に住民登録が
ない人も出席可）
日１月13日（日）、14時～15時（13時受
付開始）
場市民文化ホール（西５南11）
持ち物12月上旬に送付するはがき、ま
たは運転免許証や学生証など生年月日
が確認できる物
問青少年課（市庁舎３階、☎ 65・4162）

1月13日（日）
成人の集い

新たな門出を祝います

募集内容

パブリックコメント
（市民意見提出制度）

　各計画の策定に当たり、市民の皆さんから
意見を募集します。計画（原案）および募集
要領は、各コミセンや担当課、市ホームペー
ジで公開します。意見募集期間内に、案件名、
氏名、住所、意見を書いて、郵送・直接・ファ
クス・Eメールで担当課へ提出してください。
詳細は募集要項をご覧ください。

　バイオマスの利活用を進め、循環型・環境保全
型の地域社会づくりを推進するため、「帯広市バイ
オマス活用推進計画」の見直しを行います。　
募集期間11月26日（月）～12月26日（水）（必着）
担当課産業連携室（市庁舎７階、☎65･4163、Ｆ
25･8254、 relation@city.obihiro.hokkaido.jp）

　災害廃棄物の処理について、平常時とは異なる
処理が必要なことから、災害時対応の基本的事項
を整理する「災害廃棄物処理計画」を策定します。
募集期間11月27日（火）～12月27日（木）（必着）
担当課清掃事業課（西24北４、☎37･2311、Ｆ37･
2313、 clean@city.obihiro.hokkaido.jp）

◆帯広市災害廃棄物処理計画（原案）

◆帯広市バイオマス活用推進計画（改訂原案）

　地球温暖化の防止と活力あるまちづくりが両立
した低炭素社会の実現に向け、次期「環境モデル
都市行動計画」を策定します。
募集期間11月21日（水）～12月21日（金）（必着）
担当課環境都市推進課（市庁舎8階、☎65･4135、Ｆ
23･0161、 environment@city.obihiro.hokkaido.jp）

◆帯広市環境モデル都市行動計画（素案）

意見をお寄せください

問各担当課

第 56 回おびひろ氷まつり市民氷雪像コンクール参加者募集　グループや個人で氷像や雪像を制作しませんか。製作期間１月 26 日（土）～30 日
（水）、展示期間２月１日（金）～３日（日）　申問12 月 28 日（金）までに、おびひろ氷まつり管理運営業務受託業者  新生帯広支社（☎25・1248）へ。
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私
と
ア
イ
ヌ

　

十
勝
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
講
話
を
行
い

ま
す
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
12
月
２
日
㈰
、
13
時
30
分
～
15
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
差
別
を
考
え
る
会
・
代
表
寺
町
（
☎

０
８
０
・
１
８
８
７
・
５
５
４
３
）

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

（
予
約
制
）

　

相
続
、
登
記
、
成
年
後
見
、
多
重
債

務
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
12
月
11
日
㈫
、
18
時
～
20
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
問
12
月
６
日
㈭
ま
で
に
、電
話
で
釧

路
司
法
書
士
会
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー（
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
０
８
０
０
・

８
０
０
・
３
９
４
６
）
へ
。

帯
広
工
業
高
校

学
校
説
明
会
・
見
学
会

　

十
勝
管
内
在
住
の
す
べ
て
の
中
学
生

の
保
護
者
お
よ
び
中
学
校
の
教
員
を
対

象
に
、
進
路
状
況
の
説
明
や
実
習
見
学

を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
12
月
16
日
㈰
、
12
時
～
15
時
10
分

場
申
問
12
月
13
日
㈭
17
時
ま
で
に
、各

中
学
校
で
申
し
込
む
か
、
電
話
で
帯
広

工
業
高
校
（
清
流
西
２
、
☎
48
・
５
６

５
０
）
へ
。

第
13
回「
健
康
講
座
」

〜
の
ば
せ
健
康
寿
命
〜

　
「
免
疫
力
を
高
め
て
感
染
症
予
防
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
話
と
、
転
ば
な
い

た
め
の
簡
単
な
運
動
を
行
い
ま
す
。

日
12
月
13
日
㈭
、
10
時
30
分
～
12
時

場
ぴ
あ
ざ
フ
ク
ハ
ラ
西
帯
広
店
（
西
23

南
３
）

定
先
着
60
人

申
問
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
十
勝
バ
ス

（
☎
37
・
６
５
０
０
）
へ
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
無
料
法
律
相
談
会

　

離
婚
、
親
権
、
消
費
者
金
融
な
ど
の

相
談
に
弁
護
士
が
応
じ
ま
す
。
託
児
希

望
者
は
申
し
込
み
時
に
相
談
く
だ
さ
い
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
母

日
12
月
14
日
㈮
、
13
時
～
15
時
の
間
で

１
人
30
分

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
４
人

申
問
12
月
７
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
20
・
７
７
５
１
）
へ
。

幕
末
維
新
を
生
き
た
旅
の
巨
人

松
浦
武
四
郎

　
「
北
海
道
の
名
付
け
親
」
と
し
て
知

ら
れ
る
松
浦
武
四
郎
。
旅
に
生
き
、
時

代
を
生
き
た
彼
の
生
涯
を
た
ど
り
ま
す
。

日
12
月
15
日
㈯
～
２
月
11
日
㈷

￥
一
般
８
０
０
円
、
高
校
・
大
学
・
大

学
院
・
専
門
学
校
生
５
０
０
円
、
中
学

生
以
下
無
料

場
問
北
海
道
立
帯
広
美
術
館
（
緑
ケ
丘

２
、
☎
22
・
６
９
６
３
）

障
が
い
児（
者
）余
暇
活
動
支
援
事
業

ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
教
室

　

ス
キ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。
中
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
。
送
迎
バ
ス
あ
り
。

対
市
内
在
住
の
障
が
い
児（
者
）、
市
内

小
中
学
校
特
別
支
援
学
級
在
籍
の
児

童
・
生
徒

日
１
月
８
日
㈫
、
14
日
㈷
、
い
ず
れ
も

10
時
～
15
時

場
メ
ム
ロ
ス
キ
ー
場
（
芽
室
町
）

定
各
先
着
12
人

￥
各
１
０
０
０
円

申
問
12
月
４
日
㈫
～
21
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
帯
広
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

21
・
２
４
１
４
）
へ
。

第
46
回
「
十
勝
マ
イ
ナ
ー
校
」

　

佐
々
木
敬
氏
（
音
更
神
社
宮
司
）
を

ゲ
ス
ト
に
、「
神
社
と
寺
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
ま
す
。

日
12
月
16
日
㈰
、
15
時
～
16
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
北
海
道
シ
ー
プ
・
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
代
表
福
井（
☎
42
・
５
１
９
５
）

第
38
回
地
域
住
民
公
開
講
座

「
肺
が
ん
の
診
断
と
治
療
」

　

菊
池
創は

じ
め

氏
（
帯
広
厚
生
病
院
呼
吸
内

科
医
長
）
を
講
師
に
、
公
開
講
座
を
行

い
ま
す
。
当
日
会
場
へ
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
12
月
21
日
㈮
、
14
時
～
15
時

場
問
帯
広
厚
生
病
院
が
ん
相
談
支
援

科
（
西
14
南
10
、
☎
65
・
０
１
０
１
）

ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会
・
研
修
会

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
「
ボ

ッ
チ
ャ
」
の
体
験
会
で
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
上
履
き
持
参
。

日
12
月
21
日
㈮
、
10
時
～
11
時
30
分

場
高
齢
者
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
館
「
ま

ち
な
か
」（
西
２
南
７
）

定
先
着
20
人

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
２月号掲載の受付締め切りは
12月13日（木）です。
　　　　　　広報広聴課

（市庁舎３階、☎65・4109）
問い合わせ

市民の掲示板
み ん な

帯
おびひろ

広に関
かん

するクイズを出
だ

すよ！  答
こた

えが分
わ

かったあなたは帯
おびひろ

広博
は か せ

士 !?

答
こた

えは下
した

を見
み

てね

問い合わせ 広報広聴課（市庁舎３階、☎ 65・4109）

おびひろクイズおびひろクイズ
図書館（西２南 14、☎ 22・4700）

　今月は、クリスマスの季節におすすめの本を紹介します。

　クリスマスイブの夜なのに、
お父さんとお母さんはいつもの
ように仕事で留守。ベビーシッ
ターも居眠りをしていて、独り
ぼっちのテオが、「だれか、いっ

しょにいてください」と、とびきりの力をこめて流れ星にお願い
をすると…。
　文だけでなく絵も素敵で、家族の愛がたくさん詰まった作品
です。読んだ後、幸せな気持ちになれます。

『テオのふしぎな
 クリスマス』

（表紙画像使用許諾済）

著　者…キャサリン・ランデル／文
　　　　エミリー・サットン／絵
　　　　越智 典子／訳
出版社…ゴブリン書房

図書館のオススメ
問い合わせ

帯
おびひろ

広市
し

に隣
とな

り合
あ

っている町
ちょうそん

村は
いくつあるかな？
①４つ  ②６つ  ③８つ

レベル２★★第
だい

2問
もん

十
と か ち

勝管
か ん な い

内以
い

外
が い

の
町
ちょうそん

村もあるよ

ヒント

第１問  東京23区…面積は帯広市とほぼ同じだけど、人口は帯広市の約56倍の940万人もいるんだよ。　第２問  ③８つ…十
勝管内の音更町、芽室町、幕別町、中札内村、更別村、日高管内の日高町、平取町、新冠町の町村と隣り合っているよ。

おびひろ
クイズ答え

帯
おびひろ

広市
し

の面
めんせき

積は、東
とうきょう

京23区
く

と
同
おな

じくらいなんだ。でも広
ひろ

いの
はどっちかな？

レベル１★第
だい

1問
もん

帯
おびひろ

広市
し

東
とうきょう

京23区
く
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▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（薔 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

問
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
の
会
・
鈴
木
（
☎
０

５
０
・
３
７
４
０
・
４
２
８
３
）

エ
コ
パ
歳
時
記

「
短
い
日
を
楽
し
も
う
」

　

門
松
作
り
な
ど
、
親
子
が
一
緒
に
楽

し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
12
月
22
日
㈯
、
10
時
～
16
時
30
分
、

23
日
㈷
、
10
時
～
15
時
、
門
松
作
り
22

日
㈯
、
10
時
～
12
時

定
門
松
作
り
の
み
先
着
親
子
20
組
40
人

￥
門
松
作
り
の
み
１
組
１
０
０
０
円

場
申
問
門
松
作
り
の
み
前
日
ま
で
に
、

電
話
で
十
勝
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
（
音

更
町
十
勝
川
温
泉
南
18
、
☎
32
・
６
７

８
０
）
へ
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

　

宮
沢
賢
治
の
名
作
を
オ
リ
ジ
ナ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
化
。
歌
や
ダ
ン
ス
を
取

り
入
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
で
描
く
、

心
温
ま
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

で
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
チ
ケ
ッ
ト
ら
い
ぶ

（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
内
）
で
販
売
。

日
12
月
23
日
㈷
、
18
時
30
分
～
、
24
日

（振）
、
15
時
～

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

￥
１
０
０
０
円

問
お
び
ひ
ろ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実
行

委
員
会
・
黒
田（
☎
０
９
０
・
３
７
７
４
・

３
９
１
７
）

冬
休
み
楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
教
室

　

手
作
り
で
簡
単
に
で
き
る
マ
ジ
ッ
ク

を
学
ん
だ
後
、
会
員
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。

対
小
学
生
。
小
学
１
～
３
年
生
は
保
護

者
同
伴

日
１
月
14
日
㈷
、
10
時
～
11
時
30
分

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
20
人

￥
２
０
０
円

申
問
12
月
31
日
㈪
ま
で
に
、十
勝
マ
ジ

ッ
ク
愛
好
会
事
務
局
・
鈴
木
（
☎
０
９

０
・
１
３
８
５
・
６
９
６
９
）
へ
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
急
募

　

海
外
か
ら
の
高
校
生
の
留
学
生
を
、

３
月
末
か
ら
約
10
カ
月
間
受
け
入
れ
ら

れ
る
家
庭
を
募
集
。（
短
期
間
で
も
可
）

対
市
内
お
よ
び
近
郊
に
在
住
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
留
学
生
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
食
費
や
生
活
費
を
負
担
い
た
だ
け
る

家
庭

申
問
２
月
上
旬
ま
で
に
、
Ａ
Ｆ
Ｓ
帯

広
市
支
部
・
畔あ

ぜ

津つ

（
西
17
南
36
、
☎
０

９
０
・
２
０
７
０
・
８
１
３
２
）
へ
。

帯
広
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
帯
広
税
務
署
（
☎
24
・
２
１
６
１
）

◆
１
月
か
ら
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
所
得
税

の
確
定
申
告
の
作
成
が
で
き
ま
す

　

税
務
署
に
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
を
お
持
ち
い
た
だ
く
と
、
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
eイ

ー

-

Tタ
ッ
ク
ス

a
x
で
利
用
す
る

こ
と
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
か
ら
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人

へ
所
得
税
の
確
定
申
告

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公

的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
と
き
は
、
所

得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
（
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
場
合
は
必
要
）。
な
お
、

住
民
税
の
確
定
申
告
は
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

安心安全推進課（市庁舎３階、
☎ 65・4131）

飲酒運転は運転者にも、
周囲の人にも厳しい罰則が！
問い合わせ

　飲酒運転で検挙される
と運転者は厳しい罰則を
受けますが、車両を提供
した人や同乗する人、酒
を提供した人にも厳しい
罰則があります。自分は
もちろん、周囲の人にも
飲酒運転は「しない！さ
せない！許さない！」を
徹底し、飲酒運転を根絶
しましょう。

広報広聴課（市庁舎３階、☎ 65・4109）
問い合わせ

く行

帯広の森・はぐくーむ

　広報担当者が、市内の気になる施設に行
き、取材を行うコーナーです。今回取材に
行ったのはこちらです。

広報担当者が

いのちの木
クリニック

帯広の森
幼稚園

帯広の森
野球場

大空中

帯広の森・
はぐくーむ

木のおもちゃやまきストーブな
ど木のぬくもりが感じられます

はぐくーむ秋まつりでの
まき割り体験 小学校の森林体験学習

場所：南町南9線49番地、☎66･6200

　帯広の森の育成管理、利活
用の拠点である帯広の森・は
ぐくーむ。間伐などの森づくり
や、自然観察、木工など森の
資源を生かした体験ができま
す。実際にまき割りを体験して
みると、想像していたよりまき
が硬く、簡単には割れません。
木々が力強く生きてきたのだと
感じました。帯広の森は、延
べ15万人以上の市民の手で植
え、40 年以上にわたり育てて
きた森です。帯広の森を次世
代につなげる、さまざまな体
験や活動に参加してみませんか。

毎
度
あ
り
！

最高5年以下の
懲役または
100万円以下の
罰金

運転者

最高5年以下の
懲役または
100万円以下の
罰金

車両の提供者

最高3年以下の
懲役または
50万円以下の
罰金

同乗者

最高3年以下の
懲役または
50万円以下の
罰金

酒類の提供者

帯広の森・はぐくーむ
施設長 日

たちもり
月さん

12月もイベントを開催して
います（６頁掲載）。
ぜひ遊びに来てください！

明日
返してね～
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12
月
15
日
〜
31
日
ま
で
、
年
末
焼
死

事
故
防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
、
火
災
の
注
意
喚
起
や
防
火

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
大
型
店
舗

や
夜
間
営
業
す
る
屋
台
に
お
け
る
街
頭

啓
発
を
実
施
し
ま
す
。

　

年
末
が
近
づ
き
、
慌
た
だ
し
く
な
る

こ
の
時
期
は
、
不
注
意
に
よ
る
火
災
が

起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
防
火
意
識
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
火

災
の
発
生
と
悲
惨
な
焼
死
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

　

期
間
中
は
市
内
全
域
で
消
防
団
員

が
巡
回
し
て
警
戒
に
あ
た
り
、
毎
日

19
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

日
時
12
月
25
日
㈫
〜
28
日
㈮
、
19
時

〜
23
時

市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV 11ch） 
毎日４回放送していて、市ホームページ
からもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション

（FM-JAGA77.8MHz）  ９：15～９：20
おびひろ広報メモ

（FM-WING76.1MHz） ９：30～９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、ＦＡＸ23・0156、Ｅ
メールreport@city.obihiro.hokkaido.jp）

　子どもたちが外
国文化に触れられ
る人気のイベント
に、今年もたくさ
んの家族が訪れま
した。英語を交え
た絵本の読み聞か
せや、ランタンの
明かりだけで進む
お化け屋敷など、
さまざまな催しがありました。仮装コンテストでは、子ど
もたちがお気に入りの仮装を披露し、会場を盛り上げてく
れました。（10 月 28 日、森の交流館・十勝）

　2018フードバレ
ーとかちマラソン
が開催され、地域
住民の声援を受け
な が ら 4836 人 の
ランナーが、晩秋
の市街地を駆け抜
けました。ベスト
パフォーマンス賞には 56 組がエントリーし、人気キャラ
クターなどの手作りの衣装で、アピールする姿も見応えが
ありました。ゴール後のおもてなしでは、十勝産の食材を
使った豚汁やスイーツ、うどん・そば・ラーメンなどをラ
ンナーに振る舞いました。（10 月 28 日、中央公園前ほか）

フードバレーとかちマラソン

森のハロウィーン2018

忙
し
い
年
末
こ
そ

防
火
意
識
を
高
め
よ
う
！

帯
広
消
防
署
指
導
課（
西
６
南
６
、消
防
庁
舎
１
階
、☎
26
・
９
１
３
１
）

問
い
合
わ
せ 情

報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

チーズ入り白玉団子のスープ

タ ベ ル ナ・ラ・オ ビ ヒ ロ

　過去に紹介したレ
シピは、ホームペー
ジで確認できます。
　 レシピを実 際 に
調理する動画も公開
しているのでチェッ
クしてみてね！

● 白玉粉 ……………50g
● 水 ……………… 40ml
● プロセスチーズ 20g
● ホウレン草 ……20g

● コーン ……………６g
● とかちマッシュ １個
● ウインナー ……２本

（だし汁）
● 水 ……………… 330ml
● だし昆布 …………３g

● かつお節 ……… ３g
● しょうゆ 大さじ1/2

１. 野菜、ウインナーを食べやすい大きさ
に切る。

２. 白玉粉に水を加えてこね、耳たぶ程度の
固さにして６等分する。（一人３個）

３. チーズを６等分に切り分け、２の白玉で包
み、一口大の団子にする。

４. 沸騰した湯に、３の団子を入れ、ゆでる。
団子が浮き上がってからさらに１分ほどゆ
でた後、水にさらす。

５. 鍋にだし汁を入れ、１の材料を入れ加熱し、
しょうゆを入れて味を整える。４の団子を
入れ、温めたら完成！

白玉団子は小さい子ども
でも作れ、料理を通して
親子のコミュニケーショ
ンが図れます！
市では毎年、「食育・親子
料理教室」を開催してい
るので、ぜひ参加してみ
てください！

「タベルナ」とは欧州で食堂や居酒屋などを表す言葉です。帯広にちなんだ料理をご紹介！

材料（２人分）

調理手順

栄養士  小林さん

今回のテーマは「親子で料理」

検 索タベルナ・ラ・オビヒロ

消
防
団
が
地
域
を
巡
回

・調理中に火をつけたままその場を
離れてしまった。

・着衣の袖にこんろの
　火がついて
　しまった。

こんろ編

たばこ編

暖房器具編

・火のついたたばこを持ったまま寝て
しまった。

・水で消火せずに吸い殻を
　ごみ箱に捨てて
　しまった。

・コンセントにほこりがたまって出火
した。（トラッキン
グ火災）

・電流限度を超える
タコ足配線で出火
した。

・暖房器具をつけたまま就寝してしま
い布団が接触してしまった。

・洗濯物が使用
中の暖房器具
に落下してし
まった。

身近なものに
潜む火災

コンセント・コード類編

第３回




